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正札青年部

誓
彗
ざ
†
省
横
の
つ
な
が
り
拡
大

東
京
都
正
札
シ
ー
ル
印
刷
協

同
組
合
青
年
部

（鈴
木
健
二
部

長
）
は
９
月
９
日
、
合
東
区
立

寿
区
民
館
で
催
さ
れ
た
浅
草
紙

器
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（茂
呂
克
之
会

長
）
の
９
月
度
定
例
会
に
参
加
。

２
団
体
に
よ
る
初
の
合
同
勉
強

会
を
実
施
し
た
。

浅
草
紙
器
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、

■
９
６
０
年
設
立
の
紙
器
業
界

の
若
手
経
営
者
が
運
営
す
る
老

舗
組
織
。
毎
月
定
例
会
を
実
施

し
て
お
り
、
今
期
の
活
動
テ
ー

マ

「世
界
を
拡
げ
よ
う
」
に
基

づ
き
、
今
回
、
両
団
体
に
所
属

す
る
自
井
印
刷
い
の
自
井
伸
夫

氏
が
発
起
人
と
な
り
、
横
の
つ

な
が
り
を
拡
大
し
た
い
両
者
の

思
惑
が

一
致
し
て
実
現
し
た
。

冒
頭
、
茂
呂
会
長
は
次
の
よ

う
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

「
今
期
は
こ
れ
ま
で
合
紙
、

段
ボ
ー
ル
、
化
成
品
な
ど
分
野

こ
と
に
チ
ー
ム
を
組
み
、
講
演

を
通
じ
て
会
員
の
相
互
理
解
を

図

っ
て
き
た
。〈
マ
回
は
シ
ー
ル
・

ラ
ベ
ル
印
刷
と
い
う
異
業
種
の

知
識
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
他

団
体
の
方
々
の
考
え
方
か
ら
大

き
な
刺
激
を
得
て
、
広
い
視
野

を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
」

正
札
青
年
部
か
ら
は
鈴
木
部

長
が
あ
い
さ
つ
。
浅
草
紙
器
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
会
員
ら
に
感
謝
の

意
を
表
し
た
後
、
組
織
概
要
を

紹
介
し

「お
互
い
に
と

っ
て
良

い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
き

っ

か
け
と
な
れ
ば
」
と
述
べ
た
。

最
初
に
、
正
札
青
年
部
の
竹

岡
慎

一
副
部
長
が

「売
り
方
セ

ミ
ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

用
途
、
数

。
色

・
形
、
納
期
、

見
積
も
り
、
注
文
の
フ

ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
に
沿

っ
て
、
ラ
ベ
ル

が
で
き
る
ま
で
の

一
連
を
シ

ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

続
い
て
、
部
員
自
ら
自
社
の

技
術
や
製
品
を
紹
介
。
「小
ロ
ッ

ト
か
ら
の
ス
ピ
ー
ド
く
じ
六
〇

カ
ム
シ
ー
リ
ン
グ
）
「
エ
ン
ジ

ン
タ
ン
ク
の
給
油
口
に
使
用
さ

れ
る
プ
レ
ー
ト
只
０
八
宝
シ
ー

ル
）
「リ
ボ
ン
シ
ー
ル
」
（自
井

印
刷
∽
）
「透
明
内
貼
リ
シ
ー

ル
」
（∽
ス
ズ
パ
ッ
ク
）
「シ
リ

ア
ル
ナ
ン
バ
ー
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
可
変
情
報
ラ
ベ
ル
」
（東
邦

マ
ー
ク
∽
）
を
説
明
後
、
ほ
か

の
部
員
も
自
己
紹
介
し
た
。

配
布
さ
れ
た
各
社
の
サ
ン
プ

あ

い
さ

つ
す

る
茂
呂
克
之

会

長

（
右

）

と
鈴
木
健

二

部
長

（中
央
）

ル
に
浅
草
紙
器

の
メ
ン
バ
ー
は

興
味
津
々
の
様

子
。
Ｑ
＆
Ａ
で

は

「こ
れ
は
ど

う
や

っ
て
作

っ

て
い
る
の
か
」

と
い

っ
た
質
問

を
は
じ
め

「保

管

し

た

ラ

ベ

ル
の
粘
着
性
は
ど
れ
く
ら
い
持

つ
か
」
「
刃
に
付
着
す
る
の
り

を
抑
え
る
方
法
や
効
果
的
に
拭

き
取
る
コ
ツ
は
あ
る
か
」
「
以

前
こ
う
い

っ
た
抜
き
の
案
件
が

あ

っ
た
が
、
ど
う
い
う
や
り
方

が
適
当
だ

っ
た
だ
ろ
う
か
」
な

ど
実
務
的
な
内
容
以
外
に

「組

織
運
営
の
マ
ン
ネ
リ
化
や
閉
塞

感
を
ど
う
払
拭
し
て
い
る
の

か
」
と
い
っ
た
話
題
も
。
正
札

各
部
員
が
回
答
し
な
が
ら
、
活

発
な
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

次
に
浅
草
紙
器
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

会
員
、
０
佐
藤
紙
器
製
作
所
の

佐
藤
裕
人
氏
ら
４
人
に
よ
る
貼

り
箱
の
講
演
で
は
、
目
の
前
で

箱
を
成
形
す
る
実
演
を
披
露
。

か
ぶ
せ
箱
、
落
と
し
．蓋
箱
、
観

音
開
き
箱
な
ど
の
構
造
、用
途
、

製
造
手
順
の
説
明
を
受
け
、
正

札
青
年
部
員
ら
は
貼
り
箱
製
造

の
実
態
を
学
ん
だ
。

終
了
後
に
は
懇
親
会
を
開

催
「
お
互
い
積
極
的
に
名
刺
交

換
を
行
い
交
流
を
深
め
、
盛
況

の
う
ち
に
散
会
し
た
。


